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自由*空間   「阪南市こ神貿天皇 ②」「人が幸せを感じるこき②」

ご存知ですか  「配架こ月末資料整理」

私のおすすめ  『おひこιl奈良の旅 』『バルト海のほこιlにて 』

『ゆうかんなアイ:f―ン』

図書館からのお知らせ
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司 馬 遼 太 郎 記 念 館 を 請 れ て

1月下旬の小雨がぱらつ<肌寒い日、広報部会の有志5名は、東大阪市にある

訪れました。記念館は、雑木林風の庭の中、ご本人の自宅の横にありました。建築家 安藤忠雄氏の設

計の現代的な建物の中に、高さ 11メートルの壁面いつぱいに取り付けられた書棚に2万余冊の蔵書、

小ホールと展示コーナーがありました。隣の自宅には、生前のままの書斎と自著本も含めて6万冊ほ

どの本が家の中に一杯に詰まっている様子をガラス戸越|こ伺うことができます。展示コーナーでは、

開館 10周年記念企画として『坂の上の雲』に描かれた日本海海戦の資料が展示されていました。

司馬遼太郎氏は、「日本人とは何か」をテーマに歴史を深<探求し、日本の素晴らしい歴史と人物な

どを、敗戦でみじめさを味わった22才の自分への手紙というかたちで著し、『竜馬がゆ<』、『翔ぶが

ごと<』 や『街道を行<』 など数多くのイ憂れた作品を生み出しています。記念館は、司馬作品と

話、自分との対話などを通じて何かを感じ取る空間でありたいとのことでした。

『坂の上の雲 八』のあとがきの中で、次のように書いています。「日露戦争後_日本はきわどい勝

利をひろった|こもかかわらず、勝利を絶対化し、神秘的強さを信仰するようになり、民族的に痴呆化

した。国民的理性が大き<後退してら」果の昭和期に入り、太平洋戦争をやつてのけて敗北した。敗戦

が国民に理性をあたえ、勝利が国民を狂気にさせるとは不闇議なものである。」(一部抜粋)

記念館を見学しながら、司馬遼太郎氏は現状の日本をどのように観るであろうかと考えました。日

本は、戦後の経済的活動により経済大国に成り上がりましたが、精神的には退廃化し政治や宮僚機構

は劣化し、東日本人震災や原発事故に遭遇し大きな言齢東に遭つています。過去日本人は大きな困難に

出会うと、優れた理性と忍耐力を発揮して乗り越えてきましたが、今回はどのように対処するでし

うか? 司馬遼太郎氏は必ずここに注目するにちがいありません。その期待

を裏切らなければよいがと願いながら、記念館を後にしました。

2月 12日は命日であり、ご本人が好きだつた菜の花に因んで菜の花忌

として、記念館小ホールで上村洋行館長のトークが行われます。)酉丼一天
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販南市こ神武天皇 ②

十ナツカ参極]の神試天皇腰掛石
人が幸せを感じるこき ②

中国人の機文化

前
号
の
続
き
。
何
と
言
っ
て
も
幸
せ
を
感
じ
る
の
は
何
処
の
国
で
も
ど
ん
な
人
で
も
、
美
味
し
い
物
を
食
べ

る
時
だ
。
中
国
に
赴
任
し
て
い
る
時
に
も
彼
ら
の
食
文
化
に
は
何
度
も
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。　
一
般
的
に
中
国
の

人
は

「
四
足
は
机
椅
子
以
外
、
空
を
飛
ぶ
も
の
は
飛
行
機
以
外
は
食
べ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
市
場
へ
行
＜

と
豚
肉
は
切
り
株
の
ま
な
板
の
上
で
好
き
な
だ
け
切
り
取
っ
て
く
れ
る
。
鶏
、
蛇
、
力
エ
ル
な
ど
は
生
き
た
ま

ま
。
南
方
で
は
サ
ソ
リ
を
タ
ラ
イ
に

一
杯
入
れ
て
、
金
魚
す
く
い
の
様
に
ド
ン
プ
リ
風
の
器
に
、
買
う
人
が
生

き
の
良
い
の
を
掬
う
。
勿
論
田
舎
の
市
場
で
の
話
だ
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
ま
る
で
水
族
館
の
様
に
食
材
を
見

せ
て
客
に
選
ば
せ
る
の
だ
。
客
の
注
文
は
日
本
人
よ
り
ず
っ
と
う
る
さ
い
。
イ
キ
は
い
い
か
、
い
つ
と
れ
た
か

と
か
オ
ー
ダ
ー
に
時
間
を
十
分
に
か
け
る
。
田
舎
の

一
般
庶
民
の
食
事
は
、
洗
面
器
風
の
丼
ご
飯
に
野
菜
炒
め

や
豚
肉
を
乗
せ
た
だ
け
の
ご
飯
を
立
っ
て
食
べ
る
。
歩
き
な
が
ら
で
も
、
ト
イ
レ
で
も

。
・
・
。
日
本
か
ら
の

進
出
企
業
が
従
業
員
の
転
職
を
防
ぐ
に
は
、
決
し
て
賃
金
で
は
な
く
美
味
し
い
食
事
を
十
分
に
提
供
す
る
事

だ
。
そ
れ
が

一
番
の
幸
せ
で
あ
ろ
う
。
（次
回
乞
ご
期
待
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
□
　
等

６
¨

ヽ′
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「
す
す
ツ
カ
参
り
」
は
神
武
天
皇
腰
掛
石
を
含
む
七
つ
の

「
ツ
カ
」
を
め
ぐ
り
祀
る
伝
統
行
事
で
あ
る
も
の

と
思
わ
れ
た
が
、
男
神
社
の
神
主
さ
ん
に
、
「
す
す
ツ
カ
参
り
」
に
つ
い
て
取
材
し
た
と
こ
ろ
、
詳
し
い
記
録

は
焼
失
し
て
し
ま

っ
て
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
神
武
天
皇
東

征
の
折
、
従
者
が
男
里
に
七
人
残
こ
り
、
そ
の
彼
ら
の
墓
が

「
す
す
ツ
カ
」
だ
と
い
う
。
で
は
、
神
武
天
皇
腰

掛
石
は
従
者
の
墓
な
の
か
。

そ
こ
で
、
他
の
六
つ
の

「
ツ
カ
」
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、
現
存
す
る

「
ツ
カ
」
は
阪
南

市
の
和
泉
鳥
取
の
田
畑
に

一
基
、
平
野
台
の
北
端
に
あ
る
長
楽
寺
境
内
に

一
基
。
そ
れ
と
、
泉
南
市
の
回
転
寿

司
店

「
喜
十
郎
」
の
駐
車
場
北
側
外
の
田
畑
に

一
基
。
合
計
三
基
だ
け
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
四
基
は
不
明
。

こ
れ
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

次
回
は
、
現
存
す
る

「
ツ
カ
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
神
武
天
皇
腰
掛
石
ほ
か
の
謎
に
追
り
た
い
と
思
う
。

次
号

『
阪
南
市
と
神
武
天
皇

③
　
＝
す
す
ツ
カ
の
正
体
に
つ
い
て
＝
』
に
づ
づ
＜
　
　
　
　
　
　
中
川
義
朗

園
ヽカ

《ご存知ですか》 配架こ日本資料整理

「配架」とは、返却されてきた本や雑誌を図書館の書棚に戻す作業です。開館前一時間の短

い時間に毎日行われるのが朝の配架です。また、迷子になっている本を月末にまとめて整理す

るのが月末資料整理です。図書館の書架と資料を利用しやすい状態に保つためにも、月末資料

整理は欠かせません。また、資料や書架の乱れで利用頻度を知る機会にもなります。作業日と

時間の選択肢が多いので、より本|こ親しむきつかけとなります。あなたもサポータに参加しま

せんか !

作業設定時間 :①朝配架    9時 -10時
②月末資料整理 10時-12時、13-15時 (月 末の指定日) ミスSumiko
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『白ひこιl奈良の旅』(知恵の森文庫)

もりきあやノ著  光文社

『バルト海のぼこιlにて

武官の書の大東亜戦争』

終
戦
の
前
年
に
生
ま
れ
た
と
は
い
え
、
戦
争
体
験
の
記
憶
は
全
＜
な
く
、
戦
争
と
は
私
に
と
っ
て

映
画
や
映
像
、
本
で
知
る
想
像
の
世
界
の
で
き
事
で
す
。

こ
の
本
は

一
九
八
五
年
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組

「
日
米
開
戦

不
可
す
り
」
で
小
野
寺
機
関
（日
本
陸
軍
の
諜
報
工
作
機
関
）が
放
映
さ
れ
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
等
の
公
文
書
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
加
筆
さ
れ
、
三
〇
〇
五
年
に
再
改
訂
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
副
題
と
し
て

「武
宮
の
妻
の
大
東
亜
戦
争
」
と
あ
る
よ
う
に
、
軍
人
の
家
庭
に
生
ま
れ
軍
人

と
結
婚
し
て
戦
争
中
を
バ
ル
ト
三
国
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
を
中
小
に
勤
務
す
る
夫
と
共
に
戦
っ
た
妻
の

終
戦
直
後
ま
で
の
自
叙
伝
で
す
。
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
が
こ
の
本
を
読
む
ま
で
海
外
で
の
外
務

省
、
商
社
と
は
別
に
陸
海
軍
の
武
宮
の
生
活
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
私
は

一
つ

一
つ
教
え
ら

れ
、
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
生
活
の
中
に
い
つ
も
戦
争
が
あ
っ
た
祖
父
母
、
父
母
た
ち
の
明
治
、
大

正
、
昭
和
前
半
の
生
活
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
さ
れ
た
本
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
本
を
手
に

と
っ
た
の
は
、
ム
ー
ミ
ン
の
本
や
ベ
ス
コ
フ
の
絵
本
の
訳
者
で
あ
る
小
野
寺
百
含
子
さ
ん
を
知
り
た

い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
が
、
そ
れ
を
遥
か
に
超
え
て
私
に
と

っ
て
は
宝
物
の

一
冊
と
な
り
ま
し
た
。

黒
見
泰
子

・私

の

出

げ

ず

働

ま
ず
文
庫
本
と
い
う
サ
イ
ズ
が
旅
に
ぴ
っ
た
り
。
（
な
ん
と
書
下
ろ
し
）

ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
で
あ
り
、
読
み
物
と
し
て
楽
し
め
、
エ
ツ
セ
イ
の
柔
ら
か
さ
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

と
い
う

「
こ
ん
な
本
、
待

っ
て
ま
し
た
―
」
と
い
う
感
じ
。

著
者
は
奈
良
生
ま
れ
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
奈
良
で
過
ご
し
、
地
元
雑
誌
の
編
集
者
を
経
て
、

現
在
は
社
団
法
人
ソ
ー
シ
ャ
ル

。
サ
イ
エ
ン
ス

・
ラ
ボ
の
研
究
員
。
（
市
民
団
体
の
支
援
な
ど
を
し

て
い
る
）
ベ
ー
ジ
を
繰

っ
て
い
る
と
、
奈
良
に
住
み
、
奈
良
を
愛
し
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
も
、
奈

良
に
夢
中
に
な

っ
て
い
る
彼
女
と
歩
い
て
い
る
気
が
し
て
き
ま
す
。
ま
だ
行

っ
た
こ
と
が
な
い
地
域

に
思
い
を
馳
せ
た
り
、
す
で
に
行

っ
た
と
こ
ろ
で
も
そ
う
だ

っ
た
の
か
と
、
再
度
訪
ね
て
み
た
＜
な

り
ま
す
。
水
ぬ
る
む
季
節
、
こ
の
本
を
ポ
ケ

ッ
ト
に
入
れ
て
、
あ
な
た
は
お
ひ
と
り
で
で
か
け
ま
す

か
。
そ
れ
と
も
お
ふ
た
り
で
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
久
地
紀
子

小野寺百合子ノ著 共同通信社

《児童書》

『ゆうかんなアイリーン』 ウイリアムロスタイグノ著 ο

/
私は冬のこの時期になると、園児から小学 2年生位の子どもたちに読む かんな

イリーン」です。この絵本は女の子の主人公が、雪や強風と戦いながらお母さんが作つた

ドレスを遠いお屋敷まで届ける様子が描かれています。スタイグさんのどの作品も好きです

が、特にお母さんに対する目いやり、困難に立ち向かう勇気、最後までくじけずやり通した

後の達成感などを味わえる絵本です。そして線画に色付けされた絵は、作者ならではの表現

方法で雪景色や人物 (特に目の表情)が描かれています。他|こ「ロバのシルベスターとまほ

うのこいし」「いやだいやだのスピンキー」もおすすめです。まず大人の方|こ しつかり味わ

つていただき、その後で子どもと一緒に楽しんでほしいと闇います1 釣船廣子

/
0

′

/θ

り/

ヽ
〕「-3-

θ

り ,

291.6

Dオノ

0｀
 0

0

C

J′‐‐~ヽ

/

おがわえつこノ訳 セーラー出版 □

フ

ヽ

ヽ



図書館でボランティァしませんか?

老後・退職後に何か社会の役に立ちたいと思つている方、もう子どもの手も
離れて、時間があるから何かしたいといぅ方、学生時代にポランティアをした
い方、図書館フレンズとして活動してみませんか ?は じめての方も大歓迎 誰0

でもできる簡単な作業から、才能を生かせる作業までいろいろあります。
主な作業は、返却本を書棚 書庫に戻す作業、本の修理・清拭・装備、児童
コーナーのコルクボードヘの装飾作成、リサイクル関連、広報関連等です。

≡¥
●平

しい作業内容や時間は、「図
‐
運彗館フレンズ作業内容」のチラシでご覧下さい。

下記の説明会で詳しく紹介した後、登録していただきますので、興味をもたれ
た方は、説明会への参加申し込みをして<ださい。

説明会日時 :3月 23日 (金)10:30～ 11:30
場   所 : サラダホール2階 。視聴覚室
申込期間 :3月 1日 (木)～3月 20日 (火)開館時間中 (電話申込可)

償のボランティアです。交通費等の支給はありません。
ランティア保険加入予定です。
の説明会は、新規の方 (阪南市に在住 。在勤 。在学の方)が対象です。

無
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アルン
～平成 24年度～

合わせは阪南市立図層彗簾:¬巳072-4了 -9000 図書館フレンズ担当
しヽ

1

杉山亮ものがたιIライ7
絵本作‖ワークショッ7

図書館では阪南市子ども文庫連絡会と共催でイベントを開催します。児童文学者の杉山亮(あ

きら)先生にお越しいただける事になりました。皆さまふるつてご参加<ださい。
日時 3月 20日 (火・祝)

ものがたリライプと講演 午前 10時～ 11時 30分
絵本作リワークシ∃ップ 午後 1時～ 2時 30分

対象 小学生以上、親子参加歓迎

場所 サラダホール・小ホール

参加費 無料 (整理券優先)午前 200枚・午後 80枚
整理券 3月 2日 (金)から図書館カウンターにて配布

(なくなり次第終了)

問い合わせ 阪南市立図書館 ■L 072-471-900o

作 杉山 売 織


